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２０２１年本屋大賞受賞作品 
１位 ５２ヘルツのクジラたち  町田そのこ （中央公論新社） 

２位 お探し物は図書室まで  青山美智子 （ポプラ社） 

３位 犬がいた季節        伊吹有喜  （双葉社） 

４位 逆ソクラテス        伊坂幸太郎 （集英社） 

５位 自転しながら公転する  山本文緒  （新潮社） 

６位 八月の銀の雪       伊与原新 （新潮社） 

７位 滅びの前のシャングリラ   凪良ゆう （中央公論新社） 

８位 オルタネート         加藤シゲアキ （新潮社） 

９位 推し、燃ゆ          宇佐見りん （河出書房新社） 

１０位 この本を盗む者は     深緑野分 （KADOKAWA） 

 

２０２１年ノンフィクション本大賞 
大賞 海をあげる 上間陽子 （筑摩書房） 

 

こんな本もあります 
・ 大学生活の迷い方 女子寮ドタバタ日記 蒔田直子 

・ 綾瀬はるか「戦争」を聞く TBSテレビ「NEWS23」取材班 

・ アインシュタインー大人の科学伝記 新堂 進 

・ 理系あるある 小谷太郎 

・ 海に沈んだ大陸の謎 佐野貴司 

・ 京都謎解き街歩き 浅井健爾 

・ 朝鮮王朝の歴史と人物 カン ヒボン 

・ 古代韓国の歴史と英雄 カン ヒボン 

・ 病院というヘンテコな場所が教えてくれたコト １～２ 仲本りさ 



オススメの本 

『大江戸科学捜査 八丁堀のおゆう』（宝島社文庫）著者 山本巧次 

太宰治や夏目漱石の文芸作品を薦めようかとも思いましたが、まずは本に親しみ、楽し

く読み進めることが大切かなと、この本を選びました。 

江戸の両国橋近くに住む「おゆう」が江戸と現代をタイムスリップしながら現代科学技

術を駆使して犯人を追い詰め、時には刀をかざし向かってくる者たちを相手に危険にさら

されながら、度胸と機転で乗り越えていく。その展開が面白くて、きっと読書嫌いな人に

も楽しんでもらえると思います。シリーズ化されているので、ぜひ読み進めてください。 

まずは読書への敷居を低くして、ドラマを見るつもりで（あ、これはあの人が演じたら

面白いなあ）とか考えながら、本の中の世界をあなたの頭の中で映像化してください。音

楽やアニメを楽しむように、活字の中の無限に広がる世界をぜひ楽しんでください。 

推薦者 国語科 寺嶋辰美 先生 

 

「コミュニケーション力を高めるプレゼン・発表術」 

（岩波ジュニア新書）    著者 上坂博亨・大谷孝行・里見安那 

 この本には大学にいくにつれて必要な発表力、探究や将来のプレゼンテーションについ

て詳しく書いてあり、とても参考になります。なぜ、どういう目的でプレゼンテーション

をするか、それにもとづいてそのプレゼンテーションを受け相手側にどのような効果を与

えるかなどとても詳しく書いてあります。是非読んでみてください。 

                                              推薦者 1年 図書委員 

 

開館時間のお知らせ 

12/24 （金） 15：00まで開館 1/11 （火） から開館 

冬休みの貸出について 

1人 10冊まで 返却日は、1/14 （金） 


